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学風を偲びて

向升富山

思川岸本先生とのあまりにもあわただしいお別れをしなければならな〈なりまし

演習宇業生代表と Lてあるいは借越申か菖と存じますけれど也，追憶の言葉を述べさせてい

ただく次第でございます。

先生のゼミナ ルに参加させていただきましたのは昭和26年の春のことだったと記憶

しております。あれからもう25年になります。この長い間，先生から直接，厳しいなか

にも既2かい御指導をいただ吉ながら，何ひとつ御礼中L上げる機会もないままに，先生

は帰らぬ旅にたってしまわれました。御遺族様申御心痛は申すまでもなく，私達民習卒

業生一同にとりましても，なんと Lても諦めのつかないところでございます。

1昨年5月，先生の還暦をお祝いさせていただこうと，研究室関係者の方々，並びに

演習卒業生一同が，先生のお伍まいに程近い新緑の美しい宇治の地，山宜ゆかりの花屋

敷に集まりまして，先生をお招きしま Lたあの円目先生のお顔が，憾にうかんで参りま

すロいましがた西村教授の弔辞にもございましたように，昨年 2月，還暦記念論文集が

できあがりまして，献呈会をもつことができましたことも，私どもにとりまして，つい

先頃Dことのように思いだされます。

昨年春から年末にかけまして，先生の御健康は，私どもり目からお見受けしますと，

近来にない程快方へ向われたと思い，御再起の日も程近いことと期待しておったわけで

ございます。ところが今，不幸にして悲Lくもお別れの式に参列L.先生の御遺影の耐I

に立ちましては胸もつまってくる思いでなりません。京都大学経済学会 w経済論叢』

で予定されてレました先生田御退官記念号白ことを，心から楽しみにして下さいまして，

岡山の地までわき、わぎ電話をいただいたりは，去年の11月はじめだったと記憶しておh

ます。ところが，これもいまとなっては悲しい思い出でしかありませんロなぜ，こんな

にも早〈先生とお別れしなければならないことになったのか，嘆かれてならないのでご

ざいます。
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私が先生白ゼミナ ノレに参加させていただきました昭和26年， 1951年の頃は，先生が

一方の旗頭であられた社会政策論の学界動向にとりまして，きわめて重要な時期でござ

いました。従来，こD分野において指導的な役割を果しておられた東京大学の大河内一

男先生り学説をめぐって， ["社会政策本質論争」が展開されていた時期でございます。

ζ の論争は，第 2次大戦。下で田わが国自社会政策論の成果が，戦後に残した学問遺産

の意義について問号も白であるとともに，戦後日本における新しい民主主義の建設へむ

けて深いかかわ旬をもっ論争でございました。昭和25年 7月，先生が著わされた『社会

政策論の根本問題」をはじめとする先生の一連の御労作は，この論争を大き〈前進きせ

ました。そしc，先生の学説は，羊界り数多くの人達から「大河内先生の学説に代わる

最も代表的な社会政策理論」という評価をさえ与えられたのであります。先生の御研究

はこの時期，明治・大正期の社会主義思想，また労働運働史の領域にも拡げられ，それ

ら白分野におきましても，学界に大きく貢献する幾多D労作をのこされたのでございま

す。

この時期，私はまだ大学院の学生であった時期でございますけれども，そうした昼夜

を分たね御研究による緊張の連続のため，先生の御健康はすでに少なからず蝕まれはじ

めておったように私も記憶成しております。私事で恐縮でございますがp 大学院の学生

としτの私が最初に書いたものの報告を，当時先生が御入院になっておりました京都大

学病院で，おききいただいたことをいまでもはっきりとおぼえております。学聞の道に

は厳し(，社会非活においては比較的寛容であbれたりが，私からみた先生でございま

した。ときとして，感情D起伏D激しい方であったようではありますけれど，それもま

た，御自分の御病状のために，学界に対しては一定程度以上には貢献できず，また私達

門下生に対しましても，充分な指導と援助をし亡やる ζ とができない白と，客観的には

異常なまでに御自分に厳しい先生御自身の苛立ちのためではなかったかと思われてなり

ません。

昭和四年代に入りましてp 先生の御研究り主要な関心は，日本の労使関係，また賃金

問題を中心とするより具体均な領域に進められました。学界全体といたしまレても，戦

後日本経済白新しい段階，いわゆる「高度涯済成長」りもとでのい〈つかの間題士反映

しまして["労働経済論」という新しい傾向が鉱がりはじめた時期であります。そして，

こうした学界動向に対応しながら，先生は労働経済論の体系化を大き〈進められたので

ごぎいま Lた。続きまして，昭和40年代の半ば頃から，先生の御関心は，現代の貧困化

の問題，わけても公害問題，また老人問題り研究にむけられ，病状が極度に悪化してい

るなかであったにもかかわらず，とれらの領践においても幾つかの足跡をお残しになり

ました。吉らに，学聞を社会に還元すべ<，労働調査や労働組合の企画など社会活動へ
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の参加をかなり早い時期からなさっておられたことも忘れられてならないことであろう

と思います。理論に対する厳しさと，現実に対する感覚の鋭さこそ，私達演習卒業生一

同が先生から学ばせていただいた最大り教訓であったと思い，また私達一同，深〈肝に

銘じているととろでごぎ九、ます。

先生の御研究のあしどりをむうしでたどってまいりますと，そこには明確なひとつり

理論的基調というもりが貫かれておったように，私には思われてなりません。機会ある

ごとに先生が仰言っておられたところでありますが，それは資本主義社会における貧困

化 z 窮乏イヒという問題，その必然性の解明と，またそ町民主主義的な解決へ白方向であ

ったと，こう申してよろしいかと考えます。昭和2日年代の「社会政策本質論争」のなか

で先生が確立されましたのは，この視点でした。そしてそれは，そり後の御研究白なか

にも貫かれておったと乙ろではなかったかと思われます。丁度，昨年6月下旬のことで

ご習いましたが，私は，先牛から非常に細かし、字でぎっしりとつめて書いてありますと

ころの長い御手紙をいただいたことを思いだします。そこには， I健康に多少とも自信

がついてきたので，定年退官の日までには是非とも， I現代資本主義と窮乏化法則」と

いう書物をまとめておきたい」とお記しになっておられました。御病気中にもかかわら

ず倦むと止のない学究者去 しての先生の気塊に，深〈う売れずでもDでごぎい主す。主た，

かねてから，御自分の研究生活白足どりを思い出風に綴っておきたいと仰言っておられ

ました御計画のこともあり，先生にとってさぞ心残りであったことと思われてなりませ

ん。

さらに，先生が文学や音楽り世界にも御造詣深いお方であられたこと，私達もこうし

た面でも少なからず啓発していただいたことなども，この機会に御紹介申し上げてお〈

必要があろうかと考えます。

今日，社会政策・労働問題の研究の分野におきまして，戦後の研究史のあしどりをも

う一遍検討しなおそうとU寸試み，その研究方法についても新しい検討白気運が少なか

らず動いており立す。貧困化論の研究につきましても.地域における貧困化目問題をは

じめとして，その視野が少なからず拡がってきております。これからの時期こそ，先生

の学説の本来もっていたその意義がいよいよ鮮明になっていくはずであったりにと思dフ

れてなりません。先生が御存命なら，そして御健康が許すようならば，学問り世界にお

きましても，再び昭和20午代にみられましたように一世を風擁する新風を，いま一度吹

きこんでいただける好機であったのにと思い，それだけに御逝去がなんとしても惜しま

れてならないのでございます。

社会政策論の学界にとりまして，その研究史上たえず振返られる大いなる星の存在で

あられた先生は，私達演習卒業生，門下生一同にとりましては，学聞を通して，ときに
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は私生活にわたって，寛厳よろしきをえた眼差で見守って〈ださる父親のような存在で

ございました。

今，お別れの時に臨みまして，先生への追慕の情があらためてこみあげて参ります。

先生，どうかお静かにお眠り下さい。

これをもちまして，演習卒業生を代表いたLましての追憶の言葉にかえさせていただ

きます。


